
 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍での動画配信 
 

 

 

緑ヶ丘中学校区では、校区の４校が合同で家庭教育学級を開催されました。「コロナ禍だからで

きない」ではなく、「コロナ禍だからこそ」工夫をこらして取り組まれた様子を紹介します。 

 

  自然災害への備え ～地震、大雨、雷～ （動画視聴） 
                  講師 ： 岐阜大学地域減災研究センター、清流の国ぎふ防災・減災センター 

村岡 治道 特任准教授 
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中学校区合同家庭教育学級 

    

                    

 

      

10 月 15 日（金）～10 月 18 日（月）（子どもがタブレットを家庭に持ち帰る週末に取組期間を設定） 

 

  ・小中が連携することで、校区の親子が「地域の一員」として防災について考えることができる。 

  ・講師謝金の予算を４校で持ち寄ることで、講師選択の幅が広がる。 

  ・４校が協力して実施することで、PTA 役員や学校の担当職員がそれぞれの持ち味や良さを生かして 

活動を展開することができる。（例：ICT 関係に詳しい人はアンケートフォームの作成に携わるなど、

役務を分担して行える。） 

 

・夏休み中に４校の関係者がオンライン会議を開催し、校区合同家庭教育学級について打ち合わせを 

実施。 

・事前に保護者にアンケートを取り、その結果を講師に送付して保護者が知りたい内容を講話に盛り込

んでいただくよう依頼。 

・9 月 30 日に講師の先生を招き、講演を録画。それを見やすいように３本の動画に分けて編集。 

・子どもたちがタブレットを持ち帰る週末に合わせて動画を配信（パソコンやスマホでの視聴でもよい

が、子どもたちが使うタブレットでも視聴できるように）。 

・動画を見終わったら、そのままオンラインでアンケートに回答。 

・視聴期間が終了したら、アンケート結果や感想を 

まとめ、通信にして配付。 

 

 

【具体的な取組方法】 

 

【取組期間】 

 

【校区合同で実施する良さ】 

 

 

 

【テーマ】 

 

 WANPUG 

【在宅取組型】 
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【講演録画時の様子】 

 

講演を録画する前に、校区の４校から関

係者が集まり、打ち合わせをもちまし

た。 

事前に保護者から出された質問への答

えをふまえて講演される村岡先生。 
  

 動画配信の前に、講話の内容や日時、

参加方法について事前に案内で周知 

動画配信の直前に再度案内を 

出し、注意事項や視聴できる 

期間について改めて連絡 

【注意事項】 

・動画の視聴に当たっては、データ通信料を考慮し、Wi-Fi環境等が整 

った場所でご視聴いただきますようお願いします。 
・Wi-Fi環境やスマートフォン、タブレット等の機種によって再生までに時 
間がかかる場合がありますので、そのまましばらくお待ちください。 
・「すぐーる」を登録しているスマートフォン等で視聴される場合は、直接 
本文の URLをタップしてご視聴ください。 
・タブレット等で視聴される場合は、添付の QRコードを読み取ってご視 
聴ください。 
・データ量の都合で３部構成になっています。それぞれ 20分程度です。 
・動画を SNSにアップすることは、一部であっても著作権侵害になります 
ので、厳に慎んでください。 

保護者への案内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で、現在、在宅取組に取り組んでおいでの園や学校が多くあります。在宅での取組には、感染拡

大を心配せず、自宅で都合のいい時間に取り組めるというメリットがあります。 

一方、在宅取組を行う際、家庭の様子を知られるのが気になる方もおいでです。みんなが気持ちよく学び

合うために、マナーとして「３つのない」を覚えておきましょう。 

在宅取組のマナー 『３つのない』：「比べない」「探らない」「強制しない」 

【講演視聴後の感想から】 

 

今回は、講演の視聴後に QRコードを読み込み、「お住まいの学区について教えてください」

「ハザードマップでお住まいの地域の確認をされましたか」などの項目について、アンケートに

回答する形を取られました。 

感想を一部紹介します。 

 

すごくすとんと落ちるお話でした。意識の継続は正直言って無理だと思っていました。それ

より想定外を想定内にし、無意識に防災ができるようにするよう、子どもとも話し合ってい

きたいです。 

災害や震災はいきなり起こりうる事なので、今回のような講座があると家族で話し合いが

でき見直す事もできるので続けていただけると嬉しいです。 

水や食料の備蓄などは普段からしていますが、危機感としてあるのではなく、備えておけ

ば・・・という感覚です。子どもとも改めて話し合い、備えをしようと思います。 

災害、地震などでどうすればいいかと心配していたことも分かりやすくお話が聞けたので、

これを機に家族と話し合い、見直しをしていきたいと思いました。 

これまで自分の思っていた「避難」が、実は「脱出」だったことに気づきました。得たい

結果にするために、家族での話し合い、地域とのつながりがとても大事だと思いました。

今回この講座を受けることができ、とても良かったです。 

 

分かりやすく、防災について考えて子どもに話すきっかけができました。自宅で見ること

ができたのも良かったです。 

パソコンからテレビ画面に映して家族揃って動画を拝見しました。時間、場所の制限のな

い動画配信のメリットかと思います。もう少し視聴期間が長い方が良いと思いました。 

 

 

 

 

 


